
まちの話題

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

震
災
の
地
へ
届
け
よ
う
、
ひ

と
つ
に
な
る
心
つ
な
ぐ
手
と
手

と
題
し
、「
第
２
回
し
も
つ
け

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」（
主

催
団
体
：
ハ
ー
ト
ベ
リ
ー
）
が

５
月
19
日
㈯
、
国
分
寺
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
幼
稚
園
、
中
学
校
、

各
団
体
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
や

歌
の
披
露
、
被
災
地
へ
送
る
寄

せ
書
き
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
震
災
・
原
発
事
故
の
影

響
で
現
在
下
野
市
へ
避
難
し
て

い
る
代
表
の
方
か
ら
「
あ
た
り

前
こ
と
が
あ
た
り
前
に
出
来
な

く
な
っ
た
こ
と
が
、
辛
い
で
す
。」

な
ど
の
思
い
が
語
ら
れ
、
来
場

者
は
、
改
め
て
復
興
に
は
ま
だ

ま
だ
長
い
年
月
が
か
か
る
と
い

う
状
況
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

商
工
会
で
は
夏
休
み
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

・ 

８
月
25
日
㈯　

石
橋
中
学
校

に
て
『
イ
ブ
ニ
ン
グ
ラ
イ
ズ

い
し
ば
し
』

・ 

８
月
26
日
㈰　

下
野
市
商
工

会
館
（
本
所
）
に
て
『
夏
ま

つ
り
』

を
実
施
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
商
工
会

　

☎（
44
）０
２
０
２

　

石
橋
商
工
会

　

☎（
53
）０
４
６
３

　

６
月
10
日
㈰
に｢

商
工
会

の
日｣

を
迎
え
、
地
域
貢
献

事
業
と
し
て
下
野
市
商
工
会

と
石
橋
商
工
会
の
青
年
部
が

地
域
の
方
々
へ
の
感
謝
と
商

工
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

総
勢
40
名
で
小
金
井
駅
・
石

橋
駅
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
等
の

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
行

い
ま
し
た
。

　

身
近
な
所
か
ら
街
を
き
れ

い
に
し
て
『
絆
』
の
深
さ
を

部
員
一
人
一
人
が
再
認
識
し
、

青
年
部
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

栃
木
県
功
労
者
表
彰
を

受
章

　

６
月
15
日
㈮
、
栃
木
県
公

館
に
お
い
て
平
成
24
年
度
栃

木
県
各
種
功
労
者
及
び
優
良

団
体
表
彰
の
授
与
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

下
野
市
で
は
、
３
名
の
方

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
長

き
に
わ
た
り
地
域
・
住
民
へ

の
多
大
な
ご
尽
力
が
認
め
ら

れ
、
こ
の
た
び
の
受
章
と
な

り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

文
化
振
興
功
労
表
彰

　

落
合　

善
平
氏
（
写
真
右
）

市
政
功
労
表
彰

　

平
野　

満
喜
男
氏

（
写
真
中
央
）

社
会
福
祉
功
労
表
彰

　

大
越　

信
子
氏

（
写
真
左
）

商
工
青
年
部
が
駅
前
を
清
掃
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広
報
し
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